
し

○
…
…
…
と
じ
て
お
く
と
便
利
で
す
…
…
：
○

」
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百
二
十
馬
力
の
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
が
う
な
り
を
あ
げ
る
、

　
千
古
の
む
か
し
か
ら
眠
り
つ
づ
け
た
山
が
よ
う
や
く
目

を
さ
ま
し
、
赤
い
肌
を
の
ぞ
か
せ
、
土
の
に
お
い
を
漂
わ

せ
る
。
四
月
の
太
陽
は
輝
き
を
増
し
、
黒
木
政
信
さ
ん

（
秋
留
一
2
9
）
の
ひ
た
い
か
ら
も
汗
が
流
れ
る
。
政
信
さ

ん
は
三
十
八
年
か
ら
四
十
一
年
中
で
更
米
労
務
者
と
し
て

カ
ル
フ
オ
ル
ニ
ヤ
へ
。
昭
和
四
十
三
年
か
ら
四
十
四
年
ま

で
土
木
技
師
で
南
洋
の
メ
ラ
ネ
シ
ヤ
諸
島
へ
、
さ
ら
に
四

十
五
年
か
ら
沖
縄
へ
渡
っ
て
昨
年
四
月
に
帰
郷
し
た
。
最

初
の
渡
米
は
、
外
国
の
農
業
を
学
び
、
そ
れ
を
自
分
の
農

業
に
と
り
入
れ
る
の
が
目
的
だ
っ
た
が
、
経
営
規
模
の
違

い
に
じ
れ
っ
た
さ
を
感
じ
て
、
い
ま
の
土
木
の
仕
事
に
身

を
転
じ
た
と
い
う
。

　
八
年
間
、
外
国
で
た
め
た
〃
虎
の
子
〃
を
は
た
い
て
、

こ
と
し
一
月
に
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
を
買
っ
た
。

「
小
さ
い
時
か
ら
土
い
じ
り
が
好
き
で
し
た
し
、
と
く
に

開
発
と
い
う
こ
の
仕
事
は
、
農
業
経
営
の
規
模
拡
大
に
も

つ
な
が
る
こ
と
で
す
か
ら
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
」
と
語

る
政
信
さ
ん
。
石
を
押
し
、
土
を
分
け
、
い
ま
、
顔
を
出

し
た
〃
竹
の
子
〃
の
よ
う
な
た
く
ま
し
さ
を
感
じ
る
。

今月の主な内容

2面～3面…ことしの施政方針

・面一・面・蕊溜襲耀讐生饗
　　　　　れます。

7面…3月市議会できまったこと。

・面…齪鯖懇簿＝市内に

・面…霧齢茄岬町の課

10面…お知らせ

昭和47年4月21日発行　　　　（溺．203）
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警鱒
驚

炉
領
餐
私

藩
臣

；
β
論
∫
籔

　
　
酒
乗
蚤

攣
目
攣
．
鵠

野．

c
障

轡
∴

　
　
　
　
　
　
　
　
窪
勢

評榊 @　樹然跡“

　卿麟騙
4i霧
伽5必＿
　　画ア
　＿曜

薙
製

鍍

　　

@　

@　

@　

@
島
薯
融

　　

@　

@　

@　

@
犠
野
〆
嚇
・

ロ
回
す

　
　
　
　
　
ま

　　量慮圃｛

流棄した都市

新たな努力を重ね

》

も署
　　：騨

趣．

醤鴨
ご
険
9航

蕪
厳

　
昭
和
四
十
七
年
度
の
予
算
な
ど
を
き

め
る
三
月
定
例
市
議
会
は
、
会
期
を
十

七
日
間
と
し
て
、
三
月
十
一
日
目
ら
二

十
七
日
ま
で
開
か
れ
、
痙
棄
物
の
処
理

お
よ
び
溝
掃
に
関
す
る
条
例
の
制
定
な

と
二
十
一
議
案
と
、
総
額
二
十
九
億
六

干
二
百
六
十
七
万
五
千
円
に
の
ぼ
る
新

予
算
を
き
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
児
玉
市
長
は
、
本
議
会
の
初

日
に
、
こ
と
し
の
市
政
の
す
す
め
か
た

に
つ
い
て
④
任
み
よ
い
環
境
づ
く
り
、

◎
地
域
産
業
の
振
興
対
策
、
⑤
教
育
施

設
の
整
備
充
実
、
③
社
会
福
祉
対
策
の

推
進
と
い
う
、
四
本
の
重
点
目
標
を
あ

げ
、
で
き
る
限
り
消
費
的
経
費
の
節
減

を
は
か
り
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ
る
制
度
を

活
角
し
て
投
資
的
経
費
の
財
源
確
保
に

つ
と
め
〃
充
実
し
た
都
市
。
日
向
〃
へ

新
た
な
努
力
を
重
ね
た
い
…
と
つ
ぎ
の

よ
う
に
述
べ
ま
し
た
。

し
尿
処
理
場
や
総
合
体
育
施
設

予
防
接
種
も
無
料
化
へ

　　

@　

@　

@呂

V
ヨ
躍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

瑛
境
づ
く
り

様
式
も
か
わ
り
、

す
る
住
民
の
需
要
は
、

的
に
も
新
た
な
も
の
を
生
み
だ
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
と
く
に
余
暇
を
利
用
し

た
レ
ク
レ
ー
ノ
ヨ
ン
の
場
、
心
身
の
健

康
を
保
持
す
る
た
め
に
必
要
な
ス
ポ
ー

ソ
の
場
の
整
備
要
望
は
大
き
く
、
市
て

は
昨
年
お
倉
ケ
浜
運
動
公
園
を
設
置
す

る
な
ど
　
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
こ
う
し
た

施
設
の
整
備
に
つ
と
め
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
さ
ら
に
こ
と
し
は
、
大
王
谷
総

合
開
発
事
業
の
大
黒
柱
と
し
て
、
森
林

公
園
の
中
に
、
各
種
競
技
場
を
完
備
し

た
大
規
模
な
総
合
体
育
施
設
に
着
工
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
事
業
計
画
二
年
目
を
迎
え
た

曾
根
地
区
の
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、

昨
年
に
く
ら
へ
て
事
業
の
拡
大
を
は
か

）
、
都
市
下
水
路
事
業
の
推
進
を
は
し

　
ま
ず
「
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り

」
で
す
が
、
よ
い
快
適
な
生
盾
を

確
立
す
る
条
件
と
し
て
、
市
の
や

る
べ
き
こ
と
は
住
宅
、
下
水
道
わ

よ
ぴ
清
掃
事
業
、
公
園
や
道
路
交

通
網
の
整
備
な
と
て
あ
り
ま
す
。

　
人
口
の
都
市
集
中
化
が
す
す
み

所
得
水
準
の
上
昇
を
背
景
に
生
塗

　
　
　
　
　
生
活
環
境
施
設
に
対

　
　
　
　
　
　
　
量
的
に
も
、
質

　
　
　
　
　
f
」

め
、
草
場
大
曲
線
の
改
良
舗
装
事
業
、

草
場
細
島
線
舗
装
事
業
、
学
校
通
線
り

舗
装
事
業
な
ど
、
大
型
幹
線
の
整
備
二

も
取
う
組
み
、
市
道
十
二
路
線
の
箱
装

な
ら
び
に
改
良
整
備
に
必
要
な
予
算
こ
・

謝
上
し
ま
し
た
。

　
住
宅
対
策
は
、
特
定
計
画
に
も
と
づ

い
て
、
櫛
の
山
地
区
に
第
一
種
住
宅
、

第
二
種
住
宅
を
そ
れ
ぞ
れ
三
十
戸
建
一
成

の
計
画
を
た
て
て
お
り
ま
す
。

　
つ
ぎ
に
、
長
い
間
の
悩
み
で
し
た
、

清
掃
事
業
の
う
ち
、
し
尿
処
理
施
設
は

　
設
置
場
所
に
つ
い
て
、
地
元
の
み
な

き
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
得
る
こ
と

が
て
き
ま
し
た
の
て
、
い
よ
い
よ
四
十

七
年
愛
、
四
十
八
年
度
の
ニ
ケ
任
計
画

て
建
設
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
が
、
て

き
れ
ば
、
こ
れ
を
今
年
度
内
に
允
成
ざ

せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
東
郷
町
の
協
力
を
得

て
実
施
す
る
も
の
て
、
施
設
の
処
理
能

力
は
一
日
八
十
♂
　
て
、
も
ち
ろ
ん
公

害
防
止
に
は
万
全
を
期
し
ま
す
。

き
ら
に
、
市
民
を
伝
染
病
か
ら
守
る
．
や

防
塵
種
率
の
向
上
と
、
住
民
負
唄
一
軽

沈
を
は
ひ
る
た
み
に
、
ノ
ノ
フ
》
ニ
ノ

一
、
日
本
脳
炎
以
外
の
接
種
は
、
こ
乳

ψ
セ
縄
脱
一
一
幽
ヲ
一
つ
ト
？
つ
『
引
｝
國
，
レ
ご
あ
，
し
み
」
，

　
水
道
事
業
は
、
給
水
能
力
、
給
水
尺

［
［
の
伸
べ
）
へ
与
》
y
を
検
討
｝
レ
、
　
権
「
現
庫
ハ
」
、
＝

水
場
二
酉
二
期
工
事
て
一
万
八
千
二
十

、
！
の
拾
水
施
設
を
拡
充
す
る
こ
こ
二

し
、
簡
易
水
道
事
業
も
、
給
水
人
口
へ

百
七
十
九
人
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い

る
美
々
津
簡
易
水
道
の
増
設
工
事
と
、

幸
脇
簡
易
水
道
の
飯
谷
地
区
配
管
埋
段

工
事
を
行
な
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

融
資
わ
く
を
拡
大

中
小
企
業
へ
六
千
万
円

産
業
の
振
興

　
つ
ぎ
に
「
地
域
産
業
の
振
興
耐
、
＝
」

の
推
進
て
す
が
、
そ
の
へ
）
と
つ
ぽ
、
ゐ

轟
捲
殉
ゼ
搾

麟
　
　
母
5

「
濯
冨
昼
7

　
　
　
羨

　
　
　
　
　
、

　は
ヨ　’
コー　中目

’、芦て
πF坐
　入チ呈甚

の箋
増∂
大整

、

ゴニ、

コの
＿1，

ノハ♪

∂寸’

ぐ

㌧
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上
、
食
糧
需
要
、
構
造
の
変
化
、
郵
二

化
傾
向
に
と
・
，
、
な
う
⊥
」
地
刊
明
の
ハ
釜
．

う
み
労
働
力
不
足
の
問
題
、
き
ら
に
三

農
産
物
の
国
際
自
由
化
な
ご
、
農
業
を

と
一
ま
ず
内
外
情
勢
は
、
い
よ
、
よ
｝
・
・

卵、

j
し
き
を
加
え
つ
つ
あ
う
ま
す

　
こ
の
し
ひ
り
（
～
事
能
い
に
軽
q
処
’
レ
て
、
　
上
気

蛋
の
動
勺
二
型
∂
二
．
農
｛
物
女
面
」
、
〃

｛
3
七
二
、
農
業
声
告
の
r
入
を
期
す

る
た
め
に
は
、
農
業
が
、
少
な
く
と
・
、

産
業
と
し
て
、
ま
た
企
業
と
し
て
耀
う

や
つ
よ
う
な
規
模
の
大
｝
・
へ
、
生
産
性

の
高
い
農
業
経
営
を
育
成
し
、
思
い
き

）
農
業
の
体
質
を
改
善
す
る
必
要
に
七

ま
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
．
．

　
二
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
昨
年
㌧
二

農
業
振
興
地
域
の
整
備
計
画
を
た
て
、

農
業
礁
這
上
階
巡
業
の
調
査
を
行
な
、

三
し
セ
か
、
こ
と
）
孤
、
二
一
調
査
に

・
。
と
つ
い
’
、
、
美
ぐ
津
地
区
〃
百
際
．
原

を
第
二
玖
農
業
構
造
改
善
事
業
地
域
と

し
、
四
十
九
年
嘆
ま
で
の
三
力
年
て
野

地
基
盤
∂
整
備
を
駁
す
み
る
こ
・
三
」
し

亡
甑
ー
レ
ハ
慢
、

　
な
お
、
水
産
芙
の
孤
興
ζ
、
二
つ
、

て
ま
、
資
源
の
保
護
増
殖
を
二
し
刀
、

淘
船
の
小
型
錘
、
線
機
晦
入
補
助
、
角
村

青
少
年
婦
人
部
活
動
事
業
補
助
、
浄
協

の
製
氷
所
、
冷
蔵
庫
な
ど
の
補
修
費
の

一
部
助
成
を
考
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た

　
つ
き
に
、
一
般
中
小
企
業
の
振
興
対

策
て
す
が
、
市
内
の
中
小
企
業
も
昨
年

後
期
か
ら
、
経
済
変
動
の
影
響
も
あ
っ

て
ま
っ
た
く
き
び
し
い
状
況
下
に
あ
る

，
へ
う
て
す
　
急
へ
ξ
バ
久
ま
う
し
て
、
（

地
域
経
〆
社
会
の
詩
階
愛
に
て
応
）
て

市
内
の
甲
小
企
業
が
健
全
な
発
展
を

と
げ
る
た
め
に
は
、
数
多
く
の
問
題
か

山
積
し
て
い
ま
す
が
、
さ
し
あ
た
〕
、

中
小
企
業
の
基
盤
整
鯖
を
す
す
ヵ
る
た

う
、
市
の
小
［
ゼ
資
司
友
を
大
内
一
一
謀

う
、
時
代
の
、
に
れ
｝
↑
台
つ
セ
一
町
師
、
負
・
氏
亥

▼
↑
、
1
4
ハ
」
、
〉
一
下
』
い
」
ま
声
ヲ
っ

　
ま
ず
、
現
行
の
予
言
金
丁
五
百
乃
円

を
二
千
万
円
に
増
額
し
て
、
貸
し
つ
け

わ
く
を
六
千
万
円
に
広
ろ
げ
る
と
と
も

に
、
貸
し
つ
け
限
度
額
も
、
現
在
の
五

十
万
円
を
八
十
万
円
に
引
き
あ
げ
ま
す

　
そ
の
ほ
か
、
商
店
街
育
成
の
た
め
、

駅
前
通
う
と
鶴
町
を
結
ふ
鉄
道
を
ま
た

い
で
の
連
絡
道
に
つ
い
て
も
、
商
店
街

ゴ
一
事
整
備
」
、
竜
重
へ
、
課
コ
。
と
し
で

取
組
ん
で
ま
、
㌧
三
丁

　
な
ら
、
而
徳
地
北
部
の
㌃
典
ぐ
ど
入
に

つ
い
て
は
、
蕎
市
の
再
開
発
、
商
店
街

再
開
発
の
た
め
に
も
本
格
的
に
取
り
組

む
必
要
か
あ
ユ
ス
す
の
て
、
都
市
改
造

習
≠
革
犬
の
彌
隅
杏
戸
暮
ひ
ゼ
至
上
，
レ
凄
よ
聴
翼
」
．
、

　
ま
た
共
同
単
一
揚
、
ア
テ
・
、
等
の

武
豊
華
道
に
つ
い
’
、
・
・
、
可
能
な
阪
ノ

拍
遷
し
て
ま
h
，
た
い
と
悪
い
ま
す
っ

　
つ
ぎ
に
観
光
施
設
の
整
備
で
す
が
、

お
倉
ケ
浜
運
動
公
園
か
ら
浜
辺
に
通
ず

る
迫
路
の
建
設
、
米
の
山
の
展
望
台
、

休
け
い
所
の
設
置
な
ど
を
は
し
る
、
こ

と
し
は
観
光
協
会
に
対
す
る
補
助
も
増

刊
し
、
市
と
タ
で
ア
ン
プ
し
て
観
光
行

政
に
充
分
の
努
力
を
重
鳳
て
ま
い
，
た

い
と
思
い
ま
す
。
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青
少
年
教
育
に
力
点

大
王
谷
に
新
小
学
校

教
賓
の
振
興

　
つ
y
・
－
に
「
教
育
施
設
の
整
備
拡
充
」

て
す
が
、
教
育
行
政
は
、
学
校
教
育
を

中
心
と
し
、
社
会
教
育
、
社
会
休
肯
な

ど
き
わ
め
て
重
要
な
分
野
を
占
め
て
わ

）
、
自
立
性
に
富
ん
だ
人
間
形
成
と
、

社
会
連
帯
感
を
つ
ち
か
う
た
め
に
必
要

な
、
青
少
年
の
教
育
の
場
を
整
え
る
こ

と
が
何
を
さ
て
お
い
て
も
大
切
な
こ
と

で
す
。
と
く
に
義
務
教
育
施
設
の
整
備

は
、
そ
の
性
質
上
、
他
に
優
先
し
て
考

　
績

げ

　
　
　
　
仁
♂
　
イ

㎏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

　
中

ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎡

え
な
ナ
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
と
し
は
、
塩
見
小
学
校
の
移
転
改

築
を
は
し
め
、
大
王
小
学
校
の
新
設
、

細
島
小
学
校
の
運
動
場
拡
張
、
日
知
屋

小
学
校
仮
校
舎
の
増
築
な
ど
、
急
速
に

整
備
を
必
要
と
す
る
も
の
に
つ
い
て
、

国
県
補
助
や
地
方
債
制
度
な
ど
大
巾
に

と
）
入
れ
、
一
応
の
予
算
措
置
を
し
ま

し
た
。
社
会
教
育
面
に
つ
い
て
は
、
青

年
学
級
、
青
年
教
室
、
家
庭
教
育
学
級

を
増
設
し
、
勤
労
青
少
年
の
知
識
、
教

養
の
向
上
を
は
か
り
、
ま
た
、
新
規
事

業
と
し
て
、
社
会
教
育
指
導
員
を
置
き

指
導
者
養
灰
に
も
力
を
入
れ
て
ま
い
）

ま
す
。

　
社
会
教
育
に
つ
い
て
は
、
社
会
体
育

団
体
の
組
織
強
化
と
、
選
挙
の
レ
へ
v

ワ
ノ
ブ
を
め
ぎ
し
て
指
導
者
の
養
成
と

校
庭
の
開
放
を
す
す
め
、
依
台
口
、
ス
ヂ

ー
－
ノ
后
動
の
普
及
に
つ
と
め
セ
い
と
忌

い
ま
す
．
ま
た
施
設
整
備
の
面
て
は
、

お
倉
ケ
浜
運
動
公
園
の
整
備
を
は
し
ゅ

地
区
公
民
館
、
武
道
館
な
こ
、
財
政
上

の
困
難
は
あ
，
ま
す
が
、
国
、
県
補
助

の
晶
論
定
冷
二
ま
つ
’
、
、
　
r
」
・
・
．
・
わ
“
げ
｝
建
九
賦
、
し

た
い
と
思
い
ま
す
．

重
度
の
身
障
児
に
年
金

七
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
に
も

福
祉
の
向
上

　
社
会
福
祉
の
向
上
は
、
市
民
の
日
常
　
　
こ
の
た
め
、
市
内
の
民
生
委
員
の
み
な

生
活
に
密
着
し
た
切
実
な
問
題
て
す
。
　
　
さ
ん
や
、
社
会
福
祉
協
議
会
こ
当
局
に

は
、
日
夜
た
、
、
へ
ん
こ
・
い
労
を
h
た
七

い
で
お
一
ま
ず
が
、
こ
ノ
こ
と
も
室
盾

華
靡
法
馬
の
運
営
に
は
万
全
を
期
す
こ

と
は
も
ち
ろ
λ
、
福
祉
施
策
の
大
き
な

役
割
を
果
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
老
人

や
重
度
心
身
障
害
児
へ
の
家
庭
蚕
士

員
、
相
談
員
の
み
な
き
ん
に
、
こ
ん
こ

と
も
積
極
的
な
活
動
を
お
顎
h
す
る
セ

ル
、
市
費
て
待
遇
改
善
を
行
な
う
二
三

に
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
児
童
福
祉
に
つ
い
て
は
、
こ

と
し
の
一
月
か
ら
は
し
ま
っ
た
児
童
手

当
が
平
年
化
さ
れ
た
こ
と
と
、
重
度
心

身
障
害
児
に
対
し
て
、
わ
ず
か
て
す
が

市
単
独
て
お
見
舞
金
を
支
給
す
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。

　
き
ら
に
、
母
子
家
庭
の
つ
な
ぎ
資
金

の
拡
大
を
は
か
う
、
貸
付
金
の
わ
く
を

四
十
万
円
か
ら
八
十
万
円
に
引
き
あ
ヂ

ま
し
た
。

　
老
人
福
祉
対
策
と
し
て
は
、
敬
老
缶

歪
の
受
給
者
の
範
囲
を
、
現
在
∂
八
十

歳
か
ら
五
年
引
｝
、
・
下
デ
て
七
十
五
歳
か

ら
支
給
す
る
よ
う
に
し
、
そ
の
他
老
人

ヶ
ラ
ブ
育
成
の
た
め
の
補
助
金
の
増
額

ゐ
、
老
人
福
祉
〃
・
ノ
タ
ー
開
設
に
と
こ
・

な
う
運
営
費
へ
．
ど
も
予
算
計
上
4
て
お

）
ま
す
，

　
以
上
、
昭
和
四
十
七
任
度
の
市
政
の

重
点
と
進
め
方
に
つ
い
て
、
あ
ら
ま
し

を
こ
説
明
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
ん
ど
と
も
、
市
政
と
家
庭
を
つ
な

く
ハ
ノ
ブ
を
さ
ら
に
大
き
く
し
、
よ
り

よ
い
郷
土
つ
く
）
を
進
め
た
い
と
田
い
い

ま
す
。
い
っ
そ
う
の
関
心
と
こ
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
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霧

暮
ら
し
に
・

こ
う
生
か

町
づ
く
り
に

さ
れ
ま
す

環
境
づ
く
り

（
土
木
・
労
働
・
衛
生
費
）

舖
装
率
を
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
台
に

処
理
能
力
は
七
万
五
千
人

＊
道
路
の
舗
装
や
改
良

　
現
在
の
市
道
は
三
百
三
十
六
路
線
、

総
延
長
二
十
四
万
千
四
百
六
十
五
層
で

う
ち
、
四
十
八
暫
に
あ
た
る
十
一
万
六

千
三
百
五
十
七
餌
の
舗
装
を
終
っ
て
い

ま
す
が
、
さ
ら
に
、
こ
と
し
も
道
路
舗

装
に
は
力
を
入
れ
、
舗
装
率
を
五
十
軒

台
に
の
せ
た
い
考
え
で
す
。

▽
市
道
や
部
落
道
を
舗
装
す
る
た
め
の

資
杉
費
が
組
ま
れ
ま
し
た
。
　
（
千
百
三

万
円
。
）

▽
横
町
～
新
財
市
線
八
百
麿
、
秋
留
～

新
財
市
線
三
百
督
な
ど
七
路
線
、
延
長

五
千
百
諸
の
舗
装
と
、
財
光
寺
開
拓
七

σ

胃

　
三
月
の
定
例
市
議
会
で
、
こ
と
し
の
新
予
算
が
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
企

業
会
計
あ
わ
せ
て
二
十
九
億
六
千
二
百
六
十
七
万
円
に
き
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
前
年
度
の
当
初
予
算
に
比
ら
べ
る
と
三
十
六
・
四
新
の
成
長
率
。

こ
の
四
月
か
ら
向
こ
う
一
年
間
、
四
万
九
千
人
を
よ
う
す
る
日
向
市
の
台
所
を

ま
か
な
う
わ
け
で
す
。

　
こ
と
し
の
日
向
市
政
の
目
標
は
、
④
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
、
②
地
域
産
業

の
振
興
対
策
、
③
教
育
施
設
の
整
備
充
実
、
④
社
会
福
祉
対
策
の
推
進
の
四
本

で
す
。
こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
二
十
九
億
の
予
算
が
ど
う
肉
づ
け
さ

れ
た
の
か
、
主
な
し
ご
と
を
お
知
ら
せ
し
な
が
ら
、
そ
の
内
容
を
さ
ぐ
っ
て
み

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

望
勲
臨

触　
　
　
｛
ん
．

　
　
一
『
蟄

’浄

▼
　
　
　
　
・
瀞

一こ：ミ＿画

塾♂

号
線
な
と
七
路
線
の
拡
幅
改
良
工
事
を

行
な
い
ま
す
。
　
（
四
千
百
三
十
万
円
）

▽
富
島
高
等
学
校
東
側
を
通
っ
て
、
富

島
中
学
校
ま
で
の
学
校
通
線
の
う
ち
、

こ
と
し
は
、
三
百
材
の
改
良
工
事
と
、

二
百
五
十
儲
を
舗
装
し
ま
す
。
　
（
千
五

百
万
円
）

▽
失
業
対
策
事
業
で
、
市
道
を
二
千
百

五
材
舗
装
し
ま
す
。
ま
た
あ
わ
せ
て
側

溝
を
整
備
し
ま
す
。
（
二
千
三
百
万
円
）

▽
草
場
細
島
線
の
舗
装
（
延
長
百
五
十

折
、
幅
十
一
層
）
と
、
草
場
大
曲
線
の

舗
装
改
良
（
延
長
五
百
九
十
屠
、
幅
十
六

層
）
を
す
す
め
ま
す
（
五
千
九
百
万
円
）

▽
中
央
通
線
の
歩
道
舗
装
、
財
光
寺
小

学
校
通
線
の
歩
道
設
備
、
幸
脇
地
区
か

ら
十
号
線
へ
の
交
差
点
の
改
良
、
そ
の

他
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
（
、
5

ど
交
通
安
全
施
設
を
つ
く
り
ま
す
。

（
七
百
四
十
万
円
）

き
れ
い
な
町
を
め
ざ
し
て

＊
ゴ
ミ
の
な
い
町
に

　
ご
み
や
し
尿
の
処
理
を
完
全
に
行
な

い
、
清
潔
な
畑
づ
く
り
の
費
用
が
、
総

額
九
千
五
百
万
円
組
ま
れ
ま
し
た
。

▽
現
在
の
し
尿
処
理
施
設
の
処
理
能
力

に
限
界
が
き
ま
し
た
の
で
、
新
ら
た
に

美
々
津
宮
の
下
に
、
七
万
五
干
人
分
を

処
理
で
き
る
近
代
的
な
し
尿
処
理
場
を

つ
く
り
ま
す
。
（
五
千
三
百
八
十
万
円
）

▽
新
し
く
ゴ
ミ
収
集
車
を
購
入
し
ま
す

　
（
百
二
十
万
円
）

▽
新
し
い
し
尿
処
理
場
が
で
き
る
ま
で

処
分
し
き
れ
な
い
し
尿
の
、
海
洋
投
棄

を
委
託
し
ま
す
。
　
（
四
百
六
十
万
円
）

＊
伝
染
病
を
防
ぎ
健
康
を
守
る

　
生
活
環
境
を
き
れ
い
に
し
、
予
防
接

種
な
ど
で
市
民
の
健
康
を
守
る
「
保
健

衛
生
費
」
は
総
額
三
千
二
百
五
十
万
円

▽
結
核
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
日
本
脳

炎
な
ど
を
防
ぐ
費
用
が
一
千
万
円
組
ま

れ
ま
し
た
。

▽
ま
た
、
こ
れ
ら
の
伝
染
病
の
仲
介
を

す
る
ハ
ェ
、
カ
、
ネ
ズ
ミ
な
と
の
害
虫

を
退
治
し
、
さ
ら
に
発
生
源
に
な
る
ド

ブ
、
下
水
溝
を
消
毒
す
る
た
め
の
「
環

境
衛
生
費
」
も
四
百
八
十
万
円
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
。

大
王
谷
に
大
型
公
園

曾
根
区
画
整
理
は
2
5
ヘ
ク
タ
ー
ル

＊
都
市
基
盤
整
備
に
力
こ
ぶ

　
道
路
が
整
備
さ
れ
、
上
下
水
道
が
と

と
の
い
、
公
園
や
興
り
を
配
置
し
た
、

暮
ら
し
ょ
い
町
づ
く
り
は
、
わ
た
し
た

ち
み
ん
な
の
願
い
で
す
。
こ
の
願
い
に

そ
っ
て
、
都
市
計
画
費
に
総
額
二
億
八

千
四
百
八
十
万
円
。
区
画
整
理
事
業
費

に
三
千
九
百
万
円
が
組
ま
れ
ま
し
た
。

▽
市
街
地
の
降
雨
時
の
浸
水
を
解
消
す

る
た
め
、
二
号
幹
線
下
水
路
と
、
排
水

㌧

σ
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ポ
ン
プ
場
の
一
部
を
つ
く
り
ま
す
，

（
千
五
百
万
円
）

▽
曾
根
地
区
の
区
画
整
琿
事
業
は
、
予

算
を
昨
年
の
約
四
倍
に
ふ
や
し
、
家
屋

六
十
戸
の
移
転
や
区
画
街
路
を
八
千
三

百
㍍
に
わ
た
っ
て
建
設
し
、
面
積
二
十

五
耕
を
整
地
し
ま
す
。
　
（
　
億
四
千
四

百
万
円
）

フ
大
王
谷
地
区
の
森
林
公
園
の
中
に
、

各
種
競
技
場
を
と
と
の
え
た
、
総
合
的

な
体
育
施
設
を
つ
く
り
ま
す
の
で
、
そ

れ
に
必
要
な
用
地
を
買
い
受
け
ま
す
。

（
三
千
四
百
九
十
六
万
円
）

▽
草
場
大
曲
線
な
ど
に
街
路
樹
を
植
え

ま
す
。
　
（
六
十
万
円
）

▽
市
街
地
北
部
（
北
町
や
亀
崎
地
区
な

ど
百
五
十
診
）
の
開
発
の
た
め
に
、
測

量
、
設
計
を
は
じ
め
ま
す
（
五
百
万
円
）

▽
東
部
第
二
土
地
区
画
整
理
地
区
内
の

未
舗
装
区
画
街
路
を
舗
装
し
ま
す
。

（
三
百
八
十
八
万
円
）

▽
曾
根
区
画
整
理
地
区
内
に
、
下
水
、

排
水
施
設
を
つ
く
り
ま
す
，
　
（
千
四
百

四
十
万
円
）

＊
住
宅
や
交
通
安
全
施
設

　
こ
の
ほ
か
に
、
＝
［
［
に
一
住
宅
、
を

め
ざ
し
て

▽
櫛
の
山
地
区
に
第
一
種
住
宅
三
十
戸

　
第
二
種
住
宅
三
十
戸
、
計
六
十
戸
を

建
設
し
ま
す
。
（
一
億
四
百
八
十
万
円
）

各会計別歳出額

「
　
　
．

九
五
三

47

広報ひゆうが5

産
業
を
盛
ん
に
－
．
（
森
水
産
・
商
工
三
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
範

　
　
　
　
　
　
　
基
盤
整
備
に
重
点

農
道
舗
装
に
も
力

＊
産
業
を
盛
ん
に
す
る
た
め
に

　
よ
り
ょ
い
農
産
物
、
よ
り
ょ
い
商
品

を
つ
く
り
、
さ
ら
に
漁
獲
高
を
あ
げ
る

に
は
、
ま
ず
生
産
施
設
の
整
備
、
改
善

を
す
す
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

こ
と
し
の
産
業
を
さ
か
ん
に
す
る
た
め

の
予
算
は
、
こ
う
い
っ
た
方
向
で
編
成

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

▽
農
道
整
備
に
は
と
く
に
力
を
入
れ
、

平
岩
笹
野
の
農
道
千
六
百
餌
、
塩
見
権

現
原
の
農
道
八
百
六
十
五
耕
を
舗
装
し

ま
す
。
　
（
千
七
百
九
十
六
万
円
）

▽
道
の
拡
幅
改
良
で
は
、
山
口
農
道
四

百
耕
、
小
原
道
路
三
百
五
十
団
餌
を
す
す

め
ま
す
。
　
（
千
六
百
十
万
円
）

▽
農
道
舗
装
受
託
事
業
と
し
て
、
庄
手

農
道
八
百
斜
、
幸
脇
西
鳥
越
の
農
道
九

百
折
を
舗
装
し
ま
す
．
　
（
八
百
万
円
）

▽
大
型
農
道
を
建
設
す
る
た
め
の
調
査

費
（
六
十
万
円
）

▽
美
々
津
百
町
原
地
区
内
に
、
鉄
骨
二

階
建
て
、
六
百
二
十
二
平
方
厨
の
園
芸

集
出
荷
、
選
果
施
設
が
建
設
さ
れ
ま
す

の
で
、
補
助
金
千
七
百
万
円
も
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
。

▽
第
二
次
農
業
構
造
改
善
事
業
と
し
て

　
　
　
画
業
険
．

　
　
悦
　
事

　
　
　
場

般
雌
　
　
国

　
　
　
　
会

投資的経費の伸び

□予算
■■決算

46454443

、　一般会計歳入歳出

．一一5「 @　　．　47＝盤㌧ζ照
i昆∴、な．1．．．l11＝；F

■・生ウ・叫き一：二一L＿．・．処型＿

　「1弛，、，．．め　　　‘　　　　　　　　　　　 馬　　　　　 」　　　　　　 冒　　　　　　　　　　 O ド　 4層1ト　しト FL

　　　1・r剥．・茎・洩・・松・會：　・捌．：

駈1・」》デ争トヒひ‘ユ71争　　　，て代ζ・1＝

　1＝’芒’＝i，Pこ＝L．三蛋．野．．．　＝｝，＝1

　「ζ一寓一、．受．・、争　点函「

，＝1・其　桑　＝【　㌻　　・1い月」

　口。L財淳一『く一一．一欠　り＝”≡5＿

　［1畳、寄　陀　　参　　筍1・
　ト　　　　　　 　　　　　 @　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　　　　　

．鳴慌一三一一÷一一．i

　㌔1嘉一　収一一一「　7＝1万「

　15．β聯　　　　　　ぞ責　　　Dへ502

　　　　．ヨΨ．．　　＝・郭＝婦23
〔蔵出｝

　η　　　　　　
冨

；＿L篭　会　費．
1　ま鰐　　 稿　　 舜

4’年璽当和予算

証　29；044

　＝｛堤　　生
　4．衛　　 生

　臥労　　 働　　 費

　戟農林水産蕪　費
般＝商　 工　 費

　i土　　木　　費
　9．消

　la敦　　育　　費

　EH．凝害復旧費
　1」公　　債　　費計

　1a藷　支　出　 金

費・4a8841
費　　且3a767

4＆308．

24L500　i

5‘．6δ6

一．
　　－

3δ2』281

40q752

3｝

U嵐670

乾0161

計 毫24＆623

　
こ
と
し
か
ら
三
力
年
計
画
で
百
町
原

の
土
地
基
盤
の
整
備
を
進
め
ま
す
。
全

体
の
面
積
は
八
十
・
四
か
。
う
ち
、
こ

と
し
は
二
十
五
診
を
整
備
し
ま
す
，

（
三
千
五
百
二
十
万
円
）

こ
の
ほ
か
に
農
業
、
畜
産
振
興
対
策
費

と
し
て

▽
水
稲
ウ
イ
ル
ス
病
防
除
農
薬
補
助
金

な
ど
四
百
七
十
二
万
円
。

▽
家
畜
診
療
事
業
補
助
金
な
ど
百
七
十

五
万
円
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

循
還
林
道
を

＊
林
業
費
は
、
総
額
三
千
四
百
七
十
一

万
円
の
予
算
が
組
ま
れ
ま
し
た
。

▽
塩
見
小
原
か
ら
仏
川
内
に
通
ず
る
循

還
林
道
四
千
二
百
儲
の
う
ち
、
こ
と
し

は
千
七
百
“
　
を
建
設
し
ま
す
．
　
（
千
二

百
万
円
）

▽
市
有
林
の
植
栽
（
八
百
十
万
円
）

▽
松
く
い
虫
防
除
費
（
六
百
四
十
万
円
）

小
型
無
線
機
に
補
助

＊
と
る
漁
藁
か
ら
つ
く
る
漁
業
へ
一
水

産
業
費
は
総
額
九
百
六
十
九
万
円
。

▽
漁
業
用
小
型
無
線
機
の
補
助
や
、
漁

業
振
興
対
策
補
助
、
ま
た
漁
村
の
青
少

年
婦
人
活
動
事
業
費
補
助
な
ど
三
百
七

十
三
万
円
が
組
ま
れ
ま
し
た
。

▽
稚
貝
、
稚
魚
の
放
流
、
（
六
十
万
円
）

▽
魚
の
ア
パ
ー
ト
（
築
磯
）
を
つ
く
り

漁
族
の
繁
殖
を
す
す
め
ま
す
。
　
（
九
十

七
万
円
）

寸二

Z
　
生

　
　
　
　
　
般
　
　
　
　
会
　
　
　
　
計

休
け
い
所
や
展
望
台
も

＊
商
工
振
興
費
と
、
こ
れ
に
つ
な
が
る

観
光
費
は
、
あ
わ
せ
て
五
千
四
百
万
円

が
予
算
に
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

▽
と
く
に
商
工
振
興
の
面
で
は
、
中
小

企
業
小
口
融
資
制
度
を
大
幅
に
改
正
し

て
、
貸
し
つ
け
わ
く
を
六
千
万
円
、
融

資
限
度
額
も
六
十
万
円
か
ら
八
十
万
円

に
引
き
あ
げ
ま
し
た
。

▽
商
工
会
議
所
運
営
費
補
助
金
や
、
た

ば
こ
販
売
協
同
組
合
事
務
所
建
設
補
助

金
な
ど
（
四
百
八
十
一
万
円
）

▽
米
の
山
の
展
望
台
や
休
け
い
所
、
わ

倉
ケ
浜
の
遊
歩
道
建
設
な
ど
も
す
す
め

ま
す
。
　
（
九
百
万
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
次
頁
へ
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獲
教
育
文
化
の
向
上
に
…
（
教
育
費
）

小
学
校
を
移
転
．
新
設

机
や
い
す
を
ス
チ
ー
ル
製
に

＊
次
代
を
に
な
う
人
づ
く
り

　
教
育
施
設
の
整
備
な
ど
、
人
づ
く
り

に
は
、
こ
と
し
も
積
極
的
に
取
り
組
み

　
昨
年
よ
り
約
一
億
円
多
い
四
億
七
十

万
円
が
予
算
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

▽
交
通
教
材
と
し
て
、
移
動
式
の
シ
グ

ナ
ル
、
交
通
標
識
を
購
入
し
ま
す
。

　
（
三
十
七
万
円
）

▽
市
内
小
学
校
三
年
生
の
机
と
イ
ス
九

百
脚
を
ス
チ
ー
ル
製
に
切
り
替
え
、
理

科
実
験
機
械
な
ど
も
購
入
し
ま
す
。

　
（
千
三
百
五
十
万
円
）

▽
い
た
ん
だ
小
学
校
を
補
修
し
ま
す
。

　
（
五
百
四
十
万
円
）

▽
塩
見
小
学
校
を
移
転
し
、
こ
と
し
は

見小学校。
る

移転

と
り
あ
え
ず
鉄
筋
二
階
建
て
八
教
室
と

　
敷
地
を
造
成
し
ま
す
。
　
（
七
千
九
百

十
万
円
）

▽
大
王
谷
に
新
し
く
大
王
小
学
校
（
仮

称
）
を
建
設
し
ま
す
。
鉄
筋
二
階
建
て

六
教
室
。
　
（
二
千
七
百
八
十
万
円
）

▽
大
王
小
学
校
が
で
き
る
ま
で
、
日
知

屋
小
学
校
の
不
足
教
室
、
三
教
室
を
プ

レ
ハ
ブ
で
つ
く
り
ま
す
（
三
百
七
十
万

円
）▽

細
島
小
学
校
の
運
動
場
を
拡
張
し
ま

す
。
　
（
八
百
八
十
万
円
）

▽
大
王
小
、
塩
見
小
の
移
転
、
新
設
に

必
要
な
裏
地
を
買
い
受
け
ま
す
。

　
（
五
千
三
百
八
十
万
円
）

＊
婦
人
や
青
年
一
な
ど
の
た
め
の
社
会

教
育
費
は
二
千
六
百
七
十
万
円
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
。

▽
一
般
の
人
た
ち
の
教
養
を
高
め
る
た

め
、
青
年
学
級
、
青
年
教
室
、
家
庭
教

育
学
級
を
増
設
し
ま
す
（
百
七
十
万
円
）

フ
公
民
館
活
動
を
盛
ん
ワ
一
し
ま
す
，

　
（
四
百
八
十
万
円
）

フ
勤
労
青
少
年
ホ
・
ー
ム
が
で
き
ま
し
た

の
で
、
そ
の
運
営
費
も
計
上
き
れ
て
い

ま
す
。
　
（
百
万
円
）

▽
専
門
の
社
会
教
育
指
導
員
を
お
き
、

指
導
者
の
養
成
を
は
か
り
ま
す
．

　
（
四
十
九
万
円
）

＊
体
力
づ
く
り
一
を
す
す
め
る
保
健
体

育
費
は
、
総
額
千
五
百
十
万
円
。

▽
各
種
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
や
、
ス

ポ
ー
ツ
少
年
体
育
成
の
た
め
補
助
金
が

組
ま
れ
ま
し
た
。
　
（
百
八
十
万
円
）

▽
勤
労
者
少
年
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の

運
営
費
、
　
（
百
十
万
円
）

▽
現
在
の
お
倉
ケ
浜
運
動
公
園
を
、
さ

ら
に
整
備
し
ま
す
。
（
五
百
二
十
万
円
）

髭福祉の向上に
　　　　　　…（民生費）

児童手当に3千万

特殊ベットも貸付け

＊
み
ん
な
の
幸
わ
せ
の
た
め
に

　
お
と
し
よ
b
の
健
庭
を
守
り
、
幼
児

の
す
こ
や
か
な
成
長
を
願
い
、
ま
た
か

ら
だ
の
不
自
由
な
か
た
や
生
活
に
恵
ま

れ
て
い
な
い
か
た
の
自
立
更
生
を
た
す

け
る
民
生
費
は
、
昨
年
度
よ
り
約
一
億

一
千
万
円
多
い
四
億
四
千
三
百
八
十
万

円
が
予
算
こ
組
ま
れ
て
い
ま
す
．

フ
八
十
歳
か
ら
支
給
し
て
い
た
敬
老
｝
午

金
を
、
七
十
五
歳
か
・
2
一
引
㍉
、
－
下
げ
、

受
給
者
の
幅
を
広
ろ
げ
ま
し
た
。

　
（
二
百
九
十
万
円
）

▽
寝
た
き
り
老
人
、
重
度
心
身
障
害
児

の
お
世
話
を
す
る
家
庭
奉
仕
員
の
充
実

を
は
か
り
ま
す
。
　
（
百
四
十
万
円
）

▽
老
た
き
り
老
人
へ
の
特
殊
寝
台
の
貸

し
つ
け
、
ま
た
七
十
五
歳
以
上
の
お
と

し
よ
り
、
六
十
五
歳
以
上
の
居
宅
寝
た

き
り
老
人
の
医
療
費
を
助
成
し
ま
す
。

　
（
九
百
四
十
万
円
）

▽
市
の
老
人
福
祉
施
設
「
ひ
ま
わ
り
寮

」
に
入
所
し
て
お
ら
れ
る
人
た
ち
の
た

め
の
費
用
（
三
千
六
十
万
円
）

▽
市
内
の
市
立
保
育
所
に
三
百
六
十
人

の
子
ど
も
た
ち
を
委
託
し
て
い
ま
す
の

で
、
こ
の
子
た
ち
が
す
こ
や
か
に
育
つ

た
め
の
費
用
、
三
千
六
百
八
十
万
円
が

予
算
措
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
母
子
世
帯
の
生
活
つ
な
ぎ
資
金
を
無

利
子
で
貸
し
ま
す
。
　
（
八
十
万
円
）

▽
十
八
歳
未
満
の
児
童
が
三
人
以
上
い

て
、
う
ち
五
歳
未
満
の
児
童
に
対
す
る

児
童
手
当
と
、
市
内
の
七
十
人
の
重
實

心
身
障
害
児
へ
年
金
が
組
ま
れ
ま
し
た

　
（
三
千
六
百
三
十
万
円
）

「
市
内
に
は
、
生
活
や
家
庭
環
境
に
恵

しま
れ
な
い
保
護
世
帯
が
五
百
三
十
七
世

帯
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
人
た
ち
の
自

立
更
生
を
た
ず
け
る
た
め
の
生
活
、
住

宅
、
医
療
、
教
育
な
ど
の
扶
助
費
が
組

ま
れ
ま
し
た
。
（
二
億
二
千
六
百
万
円
）

大
型
救
急
車
の
購
入

＊
人
命
と
財
産
を
守
る
一
消
防
費
は
、

総
額
八
千
八
十
万
円
で
す
。

▽
防
火
水
そ
う
を
建
設
し
ま
す
。

　
（
三
百
十
万
円
）

▽
小
型
動
力
ポ
ン
プ
や
動
力
ポ
ン
プ
積

載
車
、
大
型
救
急
車
を
購
入
し
ま
す
。

　
（
四
百
二
十
万
円
）

子
ど
も
の
成
長
を
願
っ
て
児
童
手
当
も磁㌔内

ρ

難託

」
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じ

難
磐

　
　
ユ

㍊
驚
．
懲
嚥
．

躍
∵

　
　
ラ
　
厄
「
　
「

公
害
防
止
に
本
腰

ゴ
ミ
…
三
〇
キ
ロ
以
上
は
手
数
料

　
三
月
定
例
市
議
会
は
、
さ
る
三
月
十

一
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
開
か
れ
ま
し

た
。
昭
和
四
十
七
年
度
の
新
予
算
に
つ

い
て
は
、
別
の
頁
で
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
の
で
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
ほ
か
の
主

な
も
の
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
監
査
委
員
に

　
　
　
　
　
三
輪
龍
一
さ
ん

　
日
向
市
の
監
査
委
員
は
、
議
会
選
出

一
名
、
知
識
経
験
者
一
名
の
計
二
名
で

す
が
、
う
ち
知
識
経
験
者
が
任
期
満
了

に
な
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
後
任
を
き

め
る
も
の
で
、
三
輪
龍
一
さ
ん
（
前
監

査
委
員
一
細
島
）
が
再
選
任
さ
れ
ま
し

，
】
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

♪
’

騒
音
を
し
め
だ
す

　
公
害
を
未
然
に
防
止
し
よ
う
と
い
う

「
日
向
市
公
害
防
止
条
例
」
が
、
こ
ん

と
の
議
会
で
正
式
に
き
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
条
例
の
内
容
は
騒
音
防
止
が
中

心
で
、
と
く
に
規
制
の
中
で
騒
音
発
生

施
設
の
届
け
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
こ

偏滋雑
　一〆瀞9鞠

概’遊亀卵’

，　‘鵬
　廓　

噛その他の案件

と
で
す
。

工
場
や
事
業
所
が
、
新
し
く
騒
音
発
生

源
に
な
る
よ
う
な
特
殊
施
設
を
設
置
し

よ
う
と
す
る
と
き
は
、
工
事
の
開
始
の

一二

ﾛ
ー
ロ
ロ
晶
則
旧
に
浮
㌔
の
内
N
殉
廿
、
　
規
借
快
、
　
霜
融
緬
羊

防
止
の
方
法
を
市
長
に
届
け
出
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
市
で
は
届
け
書
に
も
と
づ
い
て
、
た

だ
ち
に
現
地
調
査
し
、
騒
音
の
心
配
は

な
い
か
チ
エ
ツ
ク
し
な
が
ら
、
問
題
が

あ
る
場
合
は
、
工
場
側
に
計
画
変
更
勧

告
、
改
善
命
令
を
だ
す
し
く
み
で
す
。

　
既
存
の
工
場
や
事
業
所
で
、
基
準
以

上
の
騒
音
を
出
し
て
い
る
場
合
も
、
同

じ
よ
う
な
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
が
、
こ

の
場
合
は
、
改
善
期
間
と
し
て
一
年
間

の
余
裕
が
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
住
宅
が
密
集
し
て
い
る
地
域

や
病
院
、
学
校
周
辺
、
そ
の
他
騒
音
を

防
止
し
て
住
民
の
生
活
環
境
を
保
全
す

る
必
要
が
あ
る
地
域
は
、
市
長
が
特
別

に
指
定
し
、
こ
の
区
域
内
で
の
、
ビ
ヨ

ウ
打
ち
、
く
い
打
ち
な
ど
、
い
ち
じ
る

し
い
騒
音
を
発
生
す
る
特
殊
作
業
や
、

　
　
　
，

商
業
を
目
的
と
し
た
拡
声
機
の
使
用
も

制
限
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
条
例
を
運
用
す
る
た
め
に
は
、

さ
ら
に
騒
音
と
な
る
基
準
は
と
こ
か
、

騒
音
発
生
源
と
な
る
特
殊
施
設
と
は
ど

ん
な
も
の
か
、
特
殊
作
業
や
商
業
宣
伝

を
し
て
は
な
ら
な
い
「
特
別
指
定
区
域

」
は
ど
の
範
囲
か
一
な
ど
、
く
わ
し
い

規
則
を
き
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
い
ま
市
生
活
苦
で
は
、
こ
の
作
業
を

す
す
め
て
お
り
、
条
例
の
施
行
は
十
月

一
日
に
な
る
よ
う
で
す
。
規
則
が
き
ま

っ
た
時
点
で
、
ま
た
く
わ
し
く
お
知
ら

せ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
般
家
庭
の
ゴ
ミ
は

　
　
　
市
で
処
分
し
ま
す

「
日
向
市
廃
棄
物
の
処
理
お
よ
び
清
掃

利
用
範
囲
は
2
5
歳
以
下

　
　
　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
市
内
の
中
小
企
業
で
働
く
青
少
年
の

健
全
な
育
成
と
、
福
祉
の
増
進
を
は
か

に
関
す
る
条
例
」
が
、
あ
た
ら
し
く
で

き
ま
し
た
。

　
こ
の
条
例
の
中
で
は
、
一
般
家
庭
、

産
業
廃
棄
物
の
処
理
が
き
め
て
あ
り
、

一
般
家
庭
の
日
常
生
活
か
ら
で
る
ゴ
ミ

は
、
市
で
責
任
を
も
つ
て
収
集
処
分
し

ま
す
が
、
産
業
廃
棄
物
は
事
業
者
側
の

責
任
で
処
理
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
た
だ
し
一
般
家
庭
の
ゴ
ミ
で
も
、
転

勤
、
新
改
築
な
ど
で
多
量
の
ゴ
ミ
が
出

た
と
き
は
、
処
理
手
数
料
を
徴
収
し
ま

す
。
こ
の
場
合
の
手
数
料
は
三
十
。
。
以

上
で
、
三
十
．
。
が
百
五
十
円
、
十
キ
“
増

す
ご
と
に
五
十
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
、
巡
回
収
集
し
て
い
な

い
山
間
地
区
で
も
、
月
一
回
、
危
険
物

だ
け
に
限
っ
て
市
で
処
理
し
ま
す
。

る
〃
場
〃
と
し
て
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
利
用
者
の
範

囲
な
ど
が
き
ま
り
ま
し
た
。

　
市
内
の
中
小
企
業
に
働
く
二
十
五
歳

以
下
の
人
と
、
そ
の
指
導
者
で
、
料
金

は
無
料
で
す
。

写
真
は
完
成
し
た
青
少
年
ホ
ー
ム

老
人
に
無
料
開
放

　
ま
た
同
じ
よ
う
に
、
お
と
し
ょ
り
の

健
康
増
進
、
相
談
、
レ
ク
レ
ー
シ
ヨ
ン

施
設
と
し
て
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
が

で
き
ま
し
た
の
で
、
利
用
上
の
き
ま
り

が
で
き
ま
し
た
。

　
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
利
用
で
き
る
人
は

市
内
の
お
と
し
ょ
り
と
、
そ
の
付
き
添

い
人
で
、
入
浴
料
（
一
人
二
十
円
）
を
．
の

ぞ
く
以
外
は
無
料
で
す
。
そ
の
ほ
か
の

人
も
、
お
と
し
ょ
り
の
利
用
に
支
障
の

な
い
範
囲
内
で
、
集
会
室
や
娯
楽
室
は

使
用
で
き
ま
す
が
、
こ
の
場
合
は
使
用

料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

写
真
は
完
成
し
た
老
人
ホ
ー
ム

心
身
障
害
児
に
年
金

　
精
神
ま
た
は
身
体
に
、
重
度
の
障
害

が
あ
る
児
童
に
対
し
て
、
市
独
自
の
「

重
度
心
身
障
害
児
年
金
」
が
支
給
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
年
金
額
は
三

千
円
で
す
。

支
給
は
7
5
歳
か
ら

　
ま
た
、
日
向
市
敬
老
年
金
条
例
が
改

正
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
八
十
歳
か
ら
支
給

し
て
い
た
同
年
金
を
、
七
十
五
歳
に
年

齢
を
引
き
下
げ
、
七
十
五
歳
以
上
二
干

五
百
円
、
八
十
五
歳
以
上
三
千
八
百
円

の
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
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働
く
場
所
が
な
い

ほ
と
ん
ど

家
の
中
心

　
市
久
亡
議
冷
」
〆
、
二
、
土
君
一
、
日
・
べ
版
へ
∂
山
山
か
ノ
一
．
｝
．
・
　
．
　
一
ρ
巾
二
，
♂
一
＝
「
ス
瀬
旭
、
畢
込
！
、
二

の
・
三
－
毛
、
停
」
方
不
明
へ
事
、
こ
、
出
ひ
せ
ぎ
者
本
人
よ
二
’
三
）
伊
’
べ
く
晶
、
七
る
す

家
族
に
も
「
囚
刻
な
問
題
が
て
て
ぎ
、
・
て
い
ま
す

　
干
て
は
、
二
月
一
日
の
時
点
て
市
内
の
出
訟
せ
．
》
・
者
∂
実
態
を
調
査
4
、
そ

の
結
果
を
こ
の
ほ
ど
ま
と
カ
ま
し
た
。

　
こ
の
調
査
は
、
出
か
せ
y
・
・
者
や
そ
の
る
す
家
族
、
ま
た
寮
、
七
二
対
し
て
、

こ
れ
か
ら
と
う
い
っ
た
方
向
て
行
政
的
な
指
導
、
援
助
を
す
す
み
た
ら
よ
い
の

か
　
資
料
を
得
る
た
み
に
実
施
し
た
も
の
で
す
．

　
出
か
せ
ぎ
の
理
由
が
、
近
く
に
適
当
な
働
き
場
が
な
い
と
い
う
こ
と
、
そ
し

て
出
か
せ
ぎ
者
の
ほ
と
ん
こ
か
三
十
歳
か
ら
五
十
歳
前
後
の
一
家
の
中
心
者
て

あ
る
こ
と
な
ど
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
こ
ん
こ
は
新
し
い
職
業
技
術
の
指
導
、
三

二
の
開
拓
、
紹
介
な
ど
を
積
極
的
こ
す
す
カ
る
必
要
が
あ
る
よ
う
げ
、
す
．

出
か
せ
ぎ
が
百
九
十
世
帯

　
ま
ず
調
査
は
民
牛
委
員
の
か
た
を
調

査
員
に
お
願
い
し
、
各
担
当
区
を
巡
回

面
接
調
査
の
方
法
を
と
り
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
日
向
市
の
総
世
帯
の
約

一
・
四
欝
に
あ
た
る
百
九
十
八
せ
書
（

百
九
十
八
人
〉
の
出
か
せ
ぎ
か
あ
，
ま

し
た
。

　
’
、
は
、
こ
の
よ
う
な
出
か
せ
｝
・
・
者
∂

い
る
柑
帯
主
の
聯
業
ま
こ
う
て
し
ょ
う

か
。
ま
す
農
業
が
六
十
パ
世
帯
ノ
、
全
体

の
三
十
三
二
二
警
。
漁
業
が
十
四
世
帯

て
七
誓
。
そ
の
他
大
部
分
か
大
工
、
左

官
な
ど
て
す
が
、
日
向
市
に
職
を
も
た

な
い
、
出
か
せ
ぎ
だ
け
て
生
副
を
た
て

て
い
る
世
帯
が
二
十
一
（
十
・
六
ジ
・
）

も
あ
り
ま
し
た
。

る
す
家
族
は
妻
や
子

　
る
す
家
族
の
構
成
と
し
て
は
、
大
部

分
が
妻
と
子
ど
も
て
す
が
、
十
五
歳
未

満
の
子
と
も
セ
ナ
を
残
し
て
い
る
も
の

一
世
帯
、
六
十
五
歳
以
上
の
老
人
セ
ナ

を
残
し
て
い
る
世
帯
五
世
帯
、
子
ど
も

と
老
人
た
け
を
残
こ
し
’
、
い
る
の
も
か

一
世
帯
あ
，
ま
し
た
。

多
い
の
は
四
十
歳
代

　
つ
ざ
、
三
出
か
せ
き
老
刀
鉦
齢
ド
、
す
か

四
十
煎
代
の
人
か
五
十
八
人
て
最
も
多

く
全
体
の
二
十
九
・
三
物
、
つ
い
て
三

十
歳
代
か
五
十
七
人
目
二
十
八
・
八
百

、
五
＋
譜
代
が
三
十
二
人
て
十
一
ハ
・
二

警
、
こ
の
三
階
層
を
あ
わ
せ
る
と
下
山

チ
六
人
て
全
体
の
七
十
三
・
七
警
を
し

め
、
い
わ
ゆ
る
一
家
の
大
里
柱
か
出
か

　6cフ以上

　　τ11
20　29

14丁 @出かせぎ者

　　　の
505け　　年令別構成

　　

＼．・・藷

一♂＼

　4．、17

　ノ

音集10

せ
ぎ
に
で
て
い
る
こ
と
が
わ
か
）
ま
す

と
く
に
問
題
な
の
は
、
六
十
歳
以
上
の

い
わ
ゆ
る
老
人
と
も
い
わ
れ
る
人
た
ち

が
二
十
二
人
も
出
か
せ
ぎ
に
出
て
お
）

申
に
は
八
十
歳
の
人
も
い
ま
し
た
。

こ
ん
こ
は
こ
う
し
た
高
齢
者
へ
の
福
祉

対
策
も
へ
）
と
つ
の
課
題
と
い
え
ま
す
。

生
活
費
の
不
足
を
み
た
す

　
出
か
せ
ぎ
の
理
由
は
、
そ
れ
ぞ
れ
個

人
に
よ
つ
て
違
う
よ
う
て
す
が
、
や
は

）
「
生
意
費
の
不
足
を
補
う
た
ゐ
」
か

大
都
分
て
百
十
人
（
五
十
五
・
六
警
）

中
で
も
「
日
向
市
て
は
日
か
せ
ぎ
賃
金

か
少
な
い
」
と
答
え
た
人
が
五
十
】
人

［
近
く
に
就
労
場
が
な
い
た
め
」
か
四

十
一
人
い
ま
し
た
　
ま
た
「
耕
作
面
積

が
少
な
い
た
め
」
と
答
え
た
人
が
、
農

家
六
十
六
世
帯
の
う
ち
十
へ
人
も
あ
レ

ま
し
た
。

ほ
と
ん
ど
が
県
外
へ

　
出
か
せ
ぎ
先
て
は
「
阪
神
方
面
」
が

八
十
六
人
て
全
体
の
四
十
三
・
四
斜
、

コ
上
浜
方
面
し
が
三
十
二
人
（
十
六
・

隔
靴
）
、
　
「
九
用
管
内
」
は
二
十
九
人

（
十
四
・
七
二
）
て
三
人
の
行
方
不
明

　　㍑奪2⊃

　　　　　色　叢

擁7e

鮮
二　．他

蚤　　装

　4「り
、
㌦

膠

「

一へつ・つ

　　　　　　35
　　　池内
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　　の　　｝
　　　　　　　ド　　　　　　’　434
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津
∵

三方面
　162．

着
・
」
、
三
す
）

　
出
か
せ
y
、
ゐ
期
間
て
よ
、
一
缶
未
箔

の
人
か
ズ
十
分
（
七
十
・
四
ぞ
）
て
す

が
、
二
年
以
上
と
答
え
た
人
が
三
十
二

人
目
十
六
・
二
一
）
乳
あ
，
、
十
年
以

上
出
か
せ
ぎ
を
続
ナ
て
い
る
人
も
い
ま

す
。
昌
島
や
送
金
の
状
況
に
つ
い
て
は

ほ
と
ん
と
の
人
か
何
ら
か
の
方
法
’
、
定

期
的
に
連
絡
を
と
っ
て
お
ら
孔
る
よ
う

げ
、
す
が
、
期
間
が
長
く
な
る
に
つ
れ
て

音
信
、
送
金
と
も
と
だ
え
が
ち
に
な
一

　
相
当
前
に
行
っ
た
か
便
り
が
全
然
な

い
も
の
六
人
、
属
し
く
送
金
の
な
い
も

の
か
十
人
も
い
て
、
る
す
家
族
り
不
安

も
聴
し
あ
」
い
げ
↑
十
ハ
玉
ご
く
（
低
つ
’
、
い
二
α
幽
3
。

て
は
、
こ
の
出
か
せ
ぎ
者
の
う
ち
何
人

か
職
業
安
定
所
を
通
し
出
ゑ
せ
ぎ
に
出

て
い
る
か
一
と
い
う
こ
と
て
す
が
、
こ

れ
は
わ
ず
か
十
四
人
（
七
二
智
）
に

す
y
．
－
ま
せ
ん
て
し
た
．
そ
の
ほ
か
の
入

は
、
知
人
の
紹
介
や
私
設
の
機
関
を
利

用
し
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
、
そ
の
た

め
に
賃
金
不
払
い
と
い
っ
た
問
題
も
て

て
き
て
い
る
よ
う
て
す
。

　
最
後
の
ア
ノ
ケ
ー
k
と
し
て
、
出
か

牡
；
．
、
に
．
α
）
生
活
か
こ
う
な
っ
た
か
こ

の
問
い
二
は
「
よ
く
な
っ
た
」
と
答
え

た
人
か
百
一
人
（
五
十
二
）
、
逆
に

「
前
一
α
）
苦
し
く
な
っ
た
」
と
答
え
た

人
が
七
人
（
三
・
五
’
し
、
　
「
以
両
と

変
わ
ら
な
い
」
と
答
え
た
人
六
十
－
へ
（

三
十
・
三
冠
）
、
ま
た
こ
ん
こ
と
ゴ
」
出

か
せ
y
・
二
」
行
き
た
い
か
と
う
か
に
つ
い

て
は
、
　
「
行
き
た
い
」
と
答
え
た
人
五

十
一
人
（
二
十
五
鄭
）
、
「
行
か
な
い

」
人
二
十
一
人
（
十
・
六
警
）
、
　
「
わ
っ

ら
な
い
人
」
五
十
五
人
（
二
十
七
二
八

h
）
て
し
た
。

　
調
査
の
結
果
は
以
上
の
と
お
う
て
す

が
、
な
ん
と
い
っ
て
も
出
か
せ
ぎ
に
行

く
の
が
一
家
の
中
・
3
9
を
な
す
人
が
ほ
と

ん
ど
で
あ
う
、
中
に
は
行
方
不
明
の
も

の
、
あ
る
い
ば
送
金
が
と
だ
え
か
ち
に

な
っ
て
い
る
も
の
な
ど
、
出
か
せ
y
・
－
を

と
り
ま
く
問
題
が
具
体
的
に
現
わ
れ
て

き
て
お
り
、
こ
ん
こ
は
、
出
か
せ
ぎ
者

が
て
き
る
た
け
有
利
な
条
件
て
働
け
る

よ
う
に
、
職
業
安
定
所
を
通
し
て
職
を

求
め
る
よ
う
す
す
め
る
と
と
も
に
、
る

す
家
族
に
対
す
る
接
触
を
多
く
し
、
相

談
、
援
助
、
指
導
の
強
化
を
は
か
っ
て

い
く
必
要
か
あ
る
よ
う
て
す

ノ
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保険税

課
税
方
法
が
変
わ
り
ま
す

第

　
［
］
氏
建
妻
保
険
税
の
象
税
方
宏
か
、

こ
と
し
か
、
つ
つ
｝
、
－
り
よ
う
二
抄
瞥
ノ
ニ
’
、

し
た
。

　
昨
年
ま
て
は
、
第
一
期
分
を
匹
月
二

仮
課
税
し
、
第
二
期
分
以
後
は
前
年
度

の
所
得
が
決
定
し
た
の
ち
、
あ
ら
七
ゐ

’
、
八
月
以
降
に
課
税
し
て
い
ま
し
た
．

　
し
か
し
、
こ
れ
て
は
納
税
通
知
書
を

年
二
回
発
行
す
る
こ
と
に
な
る
な
ど
、

課
税
事
務
も
わ
ず
ら
わ
し
く
、
ま
た
納

税
者
へ
も
税
額
が
早
目
に
わ
か
ら
な
い

な
ど
、
た
い
へ
ん
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

て
い
ま
し
た
。

③
12の税精報

税金はみんなのため

　
山
田
き
ん
一
家
は
五

人
家
族
、
　
一
年
間
の
給

料
か
百
五
十
万
円
の
標

准
＝
ノ
ラ
う
ー
マ
ン
家
族

て
す
。
そ
し
て
、
山
田

さ
ん
か
納
め
る
所
得
税

は
一
年
間
わ
よ
そ
九
万

円
＋
の
り
津
呈
ヲ
。
　
ジ
⊃
㌍
り
”
つ

ん
給
料
か
ら
毎
月
漂
泉

徴
収
毒
、
・
九
て
い
る
つ
げ

で
す
。

　
・
こ
こ
ろ
て
、
山
田
ご

ん
か
支
払
う
こ
の
九
万

円
の
税
金
は
い
っ
た
い

何
に
使
わ
れ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　
そ
こ
て
、
び
こ
つ
教

育
費
に
例
を
こ
つ
’
、
、

税
金
の
ゆ
く
え
を
謂
へ

納
期
は
五
月
に

　
二
こ
4
か
ら
咳
保
険
者
r
誉
の
可
年

ノ
∬
遡
行
決
定
の
長
期
を
日
．
刀
、
五
ヒ
、

の
き
、
占
♪
、
確
定
）
た
任
税
分
を
＝
又
に

漢
税
す
る
方
法
に
改
力
ま
し
た
。

　
納
税
義
務
者
あ
て
の
納
税
通
知
書
は

五
月
二
十
日
ま
で
に
お
送
諾
し
ま
す
の

て
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
ず
。

　
な
お
、
納
期
・
も
つ
ぎ
の
と
お
）
変
わ

う
ま
す
。

　
第
｝
期
（
五
月
）
、
第
二
期
（
八
月

）
、
第
三
期
目
十
一
月
）
、
第
四
期
（

一
月
）

て
み
ま
し
よ
う
。

　
国
や
地
方
公
共
団
体
か
一
年
間
に
負

担
す
る
教
育
費
は
、
小
学
生
で
お
よ
そ

八
万
円
、
中
学
生
が
九
万
円
、
高
校
生

が
十
万
円
、
そ
し
て
国
立
の
大
学
生
で

は
五
十
万
円
以
上
に
も
の
ぼ
っ
て
い
ま

す
。
て
す
ゆ
ら
、
山
田
さ
ん
の
納
力
る

九
万
円
の
税
金
は
、
中
学
生
ひ
と
）
あ

た
）
の
教
育
費
負
担
額
に
相
当
す
る
わ

け
で
す
。

　
教
育
費
こ
限
ら
ず
、
つ
た
4
た
ち
の

住
西
で
い
る
町
の
整
備
ゐ
道
路
の
舗
装

　
そ
し
て
国
が
盾
動
し
て
い
く
た
め
の

費
用
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
は
、
わ
た
し

た
ち
が
納
め
る
税
金
で
す
。
わ
た
し
た

ち
ょ
、
セ
七
税
金
を
納
め
る
と
い
う
ゼ

｝
て
な
く
、
何
小
使
つ
れ
て
h
る
ひ
二

つ
h
て
も
．
撞
入
h
関
心
を
も
ち
た
い
も
の

で
す
。

葱
顔
凧
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道
路
パ
ト
ロ
ー
ル

　
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
が
こ
の
ほ
ど

市
建
設
課
に
配
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

パ
ト
ロ
ー
ル
カ
…
は
、
市
内
を
く
る
ぐ

る
巡
視
し
、
道
路
の
悪
い
と
こ
ろ
を
発

見
し
、
簡
単
な
も
の
な
ら
そ
の
場
て
舗

修
す
る
と
h
う
ま
、
の
。
赤
と
黄
色
の
回

転
矯
つ
き
の
ク
リ
ー
ノ
の
ラ
イ
ト
バ
ノ

は
七
十
五
万
円
。
這
路
の
情
況
を
事
前

に
単
η
ノ
チ
し
て
、
悪
い
道
路
を
な
く

し
て
い
｝
・
、
ま
す
。

　
　
こ
れ
で
通
学
も
安
心

　
知
町
の
1
0
号
線
に
横
断
歩
遠
橋
か
て

｝
．
、
ま
し
た
。
こ
の
歩
道
橋
は
長
・
w
、
・
二
十

九
H
、
工
事
費
八
百
万
円
て
三
月
三
十

日
近
所
の
小
学
生
約
百
名
、
国
呉
育
そ

れ
に
地
元
の
関
係
者
約
五
十
名
が
出
陥

し
て
盛
大
な
竣
工
式
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
．
，
こ
の
歩
道
悸
が
て
き
た
と
こ
ろ
二

交
通
事
故
が
多
く
、
特
に
小
学
校
二
通

学
す
る
子
ど
も
の
事
故
が
多
か
つ
セ
と

こ
ろ
な
の
て
、
こ
れ
て
ひ
と
安
心
。

瓢
㌘

話
題
を
追
っ
て
・
わ
だ
い
を
お
っ
て

一
年
生
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト

　
症
島
へ
坂
区
ゐ
開
な
’
＝
＝
e
潔
い
、
こ
吟
ほ
こ
八
二
八

才
の
米
寿
の
記
台
に
と
黄
色
い
通
、
字
用
ヘ
ル
メ
ノ
ー
、
千
個

を
市
内
小
学
校
新
一
年
生
に
贈
）
ま
し
た
「
い
た
い
ゆ
、
な

子
ど
も
の
交
通
事
故
が
多
い
の
て
お
互
に
気
を
つ
ゆ
て
も

ら
h
た
h
と
憲
っ
て
贈
，
ま
し
た
」
と
関
本
〕
鳩
」
ん
。
黄
色

い
ヘ
ノ
メ
ノ
　
、
の
一
圧
生
は
、
一
望
分
な
一
父
通
V
　
　
廻
を
知

り
ま
せ
ん
。
包
い
と
田
い
っ
た
ら
わ
し
え
て
く
だ
き
い
。

畢

み
か
ん
を
植
え
る

　
美
々
津
地
域
国
営
農
用
地
開
発
事
業

（
旧
開
拓
パ
イ
ロ
ソ
ト
事
業
）
が
行
な

わ
れ
て
い
る
平
岩
の
楠
群
て
三
月
二
十

二
日
は
し
め
て
の
植
栽
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
植
え
ら
れ
た
の
は
「
み
か
ん
」

こ
の
三
農
は
、
日
向
市
、
東
郷
町
、
都

農
町
こ
ま
た
が
る
尾
鈴
山
ろ
く
を
開
い

て
、
み
か
ん
の
ほ
か
に
桑
園
、
牧
草
地

ψ
セ
つ
く
る
・
も
の
て
｛
元
放
声
，
れ
び
｝
千
六
甲
日

鉛
の
農
地
が
生
れ
ま
す
。

ワ
ダ
イ
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納
入
方
法
が
変
わ
り
ま
す

　
　
　
国
民
年
金
保
険
料

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
こ
れ
ま
で
月

額
四
百
五
十
円
を
毎
月
納
め
て
い
た
だ

い
て
い
ま
し
た
が
、
四
十
七
年
度
分
か

ら
こ
れ
を
改
め
、
各
基
準
月
ご
と
（
年

間
四
回
）
に
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
毎
月
、
市
役
所
ま
た
金
融

機
関
へ
保
険
料
を
納
め
に
出
む
い
て
い

く
手
数
を
な
く
す
た
め
に
改
め
た
も
の

で
す
。

　
な
お
、
基
準
月
ご
と
の
納
入
方
法
に

な
り
ま
す
と
、
三
ヵ
月
分
を
一
度
に
納

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
が
、

郷
土
の
資
料
を

　
　
お
貸
し
く
だ
さ
い

　
市
で
は
、
こ
ん
ど
市
政
二
十
周
年
を

記
念
し
て
、
日
向
市
史
を
作
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
何
し
ろ
、
市
に
な
っ
て
は
じ
め
て
の

試
み
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
三
十
八

年
の
市
役
所
大
火
で
、
資
料
の
大
部
分

が
焼
失
し
ま
し
た
の
で
、
郷
土
の
歴
史

を
知
る
資
料
が
少
な
く
困
っ
て
い
ま
す

　
市
民
の
み
な
さ
ん
の
申
に
、
少
し
で

蠣
縁
鯉
雛
藁

　
ま
た
、
保
険
料
の
納
入
が
、
家
計
の
…

都
合
な
ど
で
で
き
な
い
と
き
は
、
本
人

の
申
し
出
が
あ
れ
ば
免
除
さ
れ
ま
す
か

・
つ
、
五
月
末
日
ま
で
に
、
印
鑑
を
も
つ

て
、
市
民
課
年
金
係
、
各
支
所
の
窓
口

で
ご
相
談
く
ゼ
き
い
。

　
第
一
基
準
月
は
四
、
五
、
六
月
で
、

保
険
料
の
納
入
期
限
は
七
月
未
日
、

　
第
二
基
準
月
は
七
、
八
、
九
月
で
納

入
期
限
は
十
月
末
日
．
．

　
第
三
基
準
月
は
十
、
十
一
、
十
二
月

で
一
月
未
日

　
第
四
基
準
月
は
一
、
二
、
三
月
で
四

月
末
日
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
現
在
の

月
額
四
百
五
十
円
の
保
険
料
は
、
第
二

基
準
月
以
降
五
百
五
十
円
に
改
正
さ
れ

ま
す
か
ら
、
あ
ら
か
じ
め
お
知
ら
せ
し

て
お
き
ま
す
。

　
旧
軍
人
へ
一
時
恩
給

　
旧
軍
人
と
し
て
、
実
在
職
三
年
以
上

も
日
向
市
（
む
か
し
の
富
高
、
細
島
、

岩
脇
、
美
々
津
）
の
で
き
ご
と
や
、
資

料
に
な
る
よ
う
な
も
の
を
お
持
ち
の
か

た
が
い
ら
っ
し
や
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ

お
貸
し
い
た
だ
け
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か

　
市
史
は
、
市
総
務
課
で
作
り
ま
す
か

ら
、
　
「
こ
ん
な
も
の
が
あ
る
」
と
ご
連

絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
係
の
ほ
う
で
お
伺

い
し
ま
す
。

　
む
か
し
の
写
真
で
も
、
新
聞
で
も
、

書
物
で
も
、
何
で
も
け
っ
こ
う
で
す
。

電
話
二
一
＝
番
の
、
総
務
課
市
史
亡

き
ん
室
ま
で
お
知
ら
“
く
だ
さ
い
。

七
年
末
満
勤
務
し
た
か
た
の
う
ち
、
下

士
官
（
伍
長
、
二
等
兵
曹
）
を
一
年
以

上
つ
と
め
た
か
た
に
一
時
恩
給
が
、
そ

の
遺
族
の
か
た
に
は
一
時
扶
助
料
が
支

給
き
れ
ま
す
。

　
一
時
恩
給
と
「
時
扶
助
料
の
額
は
、

階
級
、
実
在
年
数
な
ど
に
よ
っ
て
異
り

ま
す
が
、
該
当
者
の
か
た
は
、
市
福
祉

事
務
所
ま
で
お
申
し
捲
く
だ
き
い
。
、

　
小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
投
与

　
こ
と
し
の
小
児
マ
ヒ
の
生
ワ
ク
チ
ン

投
与
を
、
つ
ぎ
の
日
ど
り
で
行
な
い
ま

す
。
該
当
す
る
の
は
昭
和
四
十
五
年
十

一
月
一
日
か
ら
四
十
七
年
一
月
三
十
一

日
置
で
に
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
で
す
。

　
な
お
、
料
金
は
無
料
，
カ
ッ
コ
内
は

実
施
時
間
で
す
。

　
五
月
十
六
日
市
役
所
（
一
～
輿
姻
0
）

十
七
日
渡
辺
病
院
（
M
～
ω
）
、
十
八
日

三
股
病
院
（
M
～
“
）
、
十
九
日
市
役
所

（
一
～
ω
函
0
）
、
松
原
公
民
館
（
M
～
“

）
二
十
三
日
市
役
所
（
一
・
姻
0
～
姻
）
二

十
四
日
細
島
支
所
（
博
～
劔
）
、
二
十
五

日
市
役
所
（
ゴ
～
“
姻
0
）
、
二
十
六
日

江
良
公
民
館
（
N
～
姻
）

　
は
か
り
の
定
期
検
査

　
県
計
量
検
定
所
が
、
こ
と
し
の
「
は

か
り
」
の
定
期
検
査
を
つ
ぎ
の
日
ど
り

で
行
な
い
ま
す
。
こ
の
定
期
検
査
を
受

け
て
合
格
し
た
も
の
で
な
い
と
、
こ
ん

ご
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　
は
か
り
を
お
持
ち
の
か
た
は
、
も
よ

り
の
場
所
で
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

カ
ツ
コ
内
は
実
施
時
間
で
す
。

五
月
八
日
市
役
所
、
美
々
津
支
所
（
十

目
～
三
時
）
岩
脇
支
所
（
一
時
～
四
時
）

時十三九
）日時日

財
光
寺
五
十
猛
神
社
（
九
時
～

農
協
塩
見
支
所
（
一
時
～
三
時
）

市
役
所
細
島
支
所
（
九
時
～
四

十
一
日
　
県
経
済
連
椎
た
け
倉
庫
A
九

痔
～
四
時
）

　
十
二
日
市
役
所
車
庫
（
九
時
～
三
時

半
）
、
こ
の
定
期
検
査
に
も
れ
た
か
た

は
、
五
月
十
三
日
か
ら
六
月
十
二
日
ま

で
（
土
曜
、
日
曜
、
祭
日
を
除
く
）
の

あ
い
だ
に
、
宮
崎
市
の
県
計
量
検
定
所

で
検
査
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
五
月
一
日
で
商
業
調
査

　
五
月
一
日
現
在
で
、
全
国
い
っ
せ
い

に
商
業
統
計
調
査
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
昭
和
二
十
七
年
か
ら

通
産
省
が
二
年
ご
と
に
行
な
っ
て
い
る

も
の
で
、
こ
ん
ど
が
十
一
回
目
。

全
国
の
商
店
を
も
れ
な
く
調
査
す
る
い

わ
ば
「
商
店
の
国
勢
調
査
」
と
も
い
わ

れ
る
も
の
で
、
販
売
活
動
の
実
態
や
、

全
国
的
な
商
品
の
流
れ
な
ど
を
あ
き
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す

　
五
月
一
日
を
中
心
に
、
調
査
員
が
み

な
さ
ん
の
お
店
を
お
訪
ね
し
ま
す
の
で

ご
協
力
を
お
ね
が
い
し
ま
す
。

　
く
み
と
り
を
変
更

　
日
向
衛
生
公
社
で
は
、
し
尿
の
く
み

と
り
を
、
こ
れ
ま
で
み
な
さ
ん
か
ら
の

電
話
申
し
込
み
に
よ
っ
て
、
そ
の
つ
ど

出
向
い
て
い
ま
し
た
が
、
四
月
一
日
か

ら
こ
の
方
法
を
変
え
、
地
域
別
に
巡
回

日
を
き
め
て
、
定
期
的
に
く
み
と
り
に

お
う
か
が
い
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
く
み
と
り
に
は
、
毎
月
だ
い
た
い
同

じ
日
に
行
き
ま
す
が
、
日
曜
、
祭
日
の

関
係
で
、
二
～
三
日
の
ず
れ
も
で
て
き

ま
す
。
翌
月
の
巡
回
日
は
、
く
み
と
り

料
金
領
収
書
に
書
い
て
お
渡
し
し
ま
す

か
ら
必
ず
お
確
め
く
だ
さ
い
。

　
寮
や
寄
宿
舎
な
ど
。
月
二
回
以
上
の

く
み
と
り
を
希
望
き
れ
る
か
た
、
ま
た

共
か
せ
ぎ
な
ど
で
、
る
す
し
が
ち
な
家

庭
は
、
盧
接
衛
生
公
社
（
電
話
五
三
〇

六
番
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ
き
い
。

納
税
通
知
が
お
く
れ
ま
す

　
昭
和
四
十
六
年
の
地
法
税
法
の
改
正

で
、
昭
和
四
十
七
年
度
か
ら
、
市
街
化

区
域
内
の
農
地
を
類
似
宅
地
転
、
5
み
に
評

価
し
て
課
税
す
る
こ
と
に
な
り
、
市
税

務
課
で
は
評
価
格
に
よ
つ
て
、
農
地
を

そ
れ
ぞ
れ
A
、
B
、
C
の
三
段
階
に
区

分
、
課
税
の
準
備
を
す
す
め
て
い
ま
し

た
が
、
こ
と
し
の
三
月
末
に
地
方
税
法

が
再
度
改
正
さ
れ
、
A
区
分
の
農
地
に

つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
七
年
度
に
限
っ

て
、
農
地
課
税
審
議
会
で
農
耕
地
と
認

め
ら
れ
れ
ば
、
宅
地
な
み
で
な
く
農
地

と
し
て
減
額
、
課
税
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
た
め
A
農
地
所
有
者
へ

の
納
税
通
知
は
四
月
以
降
に
な
り
ま
す

蕪
』

一


	若い力
	重点目標は４つ―”充実した都市・日向”へ新たな努力を重ねます
	し尿処理場や総合体育館施設―予防接種も無料化へ 
	融資わくを拡大―中小企業へ六千万円
	青少年教育に力点―大王谷に新小学校
	重度の身障児に年金―七十五歳以上のお年寄りにも
	舗装率を五十パーセント台に処理能力は七万五千人
	大王谷に大型公園―曾根区画整理は２５ヘクタール
	基盤整理に重点―農道舗装にも力
	教育文化の向上に・・・小学校を移転・新設―机やいすをスチール製に
	福祉の向上に・・・児童手当に三千万 
	公害防止に本腰―ゴミ・・・三〇キロ以上は手数料
	働く場所がない・・・ほとんど一家の中心
	課税方法が変わります―第一納期は五月に
	道路パトロール
	これで通学も安心
	みかんを植える
	一年生にヘルメット

